
資料 ３ 

令和元年度 京都花山天文台の将来を考える会 活動計画 

平成 31年(2019年)4月 1日～令和２年(2020年)3月 31日 

Ⅰ.基本方針 

「京都花山天文台の将来を考える会」（以下、本会）は、一般財団法人 花山宇

宙文化財団の会員組織として、これまでと同様の活動を承継します。 

本会は花山宇宙文化財団の様々な事業を支援することを目的とし、具体的には

将来構想の策定支援、花山天文台における見学会・観望会支援、講演会や会員親

睦会などの開催を行います。会員の皆様に花山宇宙文化財団が主催あるいは共催

する事業に優先的に参加頂けるように会員サービスの拡充を図っていきます。 

将来的には地域住民や観光客の方々が花山天文台を自由に訪れて、天文・宇宙

の世界に触れることができるよう、花山宇宙文化財団は次の目標を設定し、実現

へ向けて活動を進めていきます。 

  

短期的目標（１～３年）  

（１）小中高校見学・実習を毎日受け入れ可能な体制を実現します。  

（２）天体観望会や講演会、勉強会やワークショップ、芸術･文化系イベント。 

（３）海外からを含む観光客を引きつける新たな魅力となります。  

（４）上記を達成するため１００人収容可能な講演室と資料室を建設します。 

  

長期的目標（４～１０年） 

（１）宇宙科学館（天地人ミュージアム（案））の設置を目指します。  

（２）花山天文台の文化とも融合できるような、先端的ものづくりをテーマに

したイノベーションセンター計画を考えています。 

（３）星空観察会や野外コンサートなどの各種イベントが開催できる多目的広

場の設置も考えています。  

 

 

Ⅱ.活動計画 

１）会議・講演会 

① 総会を開催し、併せて財団設立記念講演会を開催します。 

 開催日 ６月２日 

 場 所 京都大学吉田キャンパス国際科学イノベーション棟 

 主 催 当財団、京都大学大学院理学研究科附属天文台 

 内 容  ・京都花山天文台の将来を考える会・総会 

   ・財団設立記念講演会（花山天文台 90周年式典を併催） 

   ・懇親会 



 

② 会員懇親会 

   開催日 １１月ごろを予定しています。 

 場 所 京都大学吉田キャンパス 

 

 

２）金曜天文講話 

 最新の天文学を天文学者が一般の人に向けて分かり易く講義をします。

二年間に亘り京都花山天文台の将来を考える会の主催で開催し、好評を博

してきました。５月から 1月に亘り、１６回の開催を計画しています。 

 

開催日 ５月１０日・２４日、６月７日・２１日、７月１２日・２６日、 

８月９日・２３日、１０月２５日、１１月８日・２２日、 

１２月１３日・２７日、１月１０日・２４日、２月１４日 

 場 所 キャンパスプラザ京都 

  

 

３）会 報 

 京都花山天文台の将来を考える会の会報として既に４回発行しましたが、

同じ体裁で年二回の編集・発行を行い、情報発信に努めて参ります。 

 

  発行時期 ４月、１０月 

  内 容  Ａ４判、カラー、１６頁、１５００部程度 

 

 

４）観望会 

 見学者を寄付者から一般にも広げ、４月から１０月まで夜間の観望会を

行います。 

開催日 ４月１２日、５月１３日、６月１１日、７月１０日、 

８月８日、９月９日、１０月８日 

 場 所 花山天文台 

 

 

以上 


